
選手も一緒に参加してくれました。

赤い羽根共同募金の新たなカタチ
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赤い羽根共同募金の新たなカタチ 　　　　

とちぎ安心生活支援プロジェクト

新しい共同募金を活用した高根沢町社協の取り組み　　

①募金期間を３月まで延長（全国共通）
②特定のテーマに限定した募金

目 指 す と こ ろ

　　地域福祉推進のための募金と配分のしくみ
　　じぶんの町を良くするしくみ
　　地域の中で幸せを循環させるしくみ

＋

　近年の社会変化に伴う地域における諸課題に対して、赤い羽根共同募金を通じた

課題の周知や取り組みに対する参加・支援を呼びかけることを目的に平成28年度

より10月１日から翌年３月31日までが共同募金の運動期間になります。

これまでの共同募金
（10月から12月）

　地域を支える募金として、多様な
福祉活動や取り組みのための募金とし
て、幅広く使われていた募金

高根沢町内の地域福祉事業や県域で活動して
いる福祉団体等の事業に配分

※栃木県では、毎年600～700の事業に配分

新しい共同募金
（１月から３月）

　地域の課題として特定のテーマに限定
　した使いみちを応援していただく募金

高根沢町では、主に生活困窮など地域課題の
解決を目的としたテーマ募金として実施しま
す

（地域によって取り組みは異なります）

カ　タ　チ

新たなカタチ
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フードバンクとは？

高根沢町社会福祉協議会では、新しい共同募金のカタチとして、
フードバンク事業に取り組みます。

高根沢町の取り組み 

フードバンク事業 〜「もったいない」からできること〜

　食品銀行を意味する社会福祉活動として、

食べ物に困っている人に届ける活動です。

　現在の日本では、低賃金などの様々な理由に

より満足に食料品や日用品も手に入れられない

方が増加している一方で、賞味・消費期限が残

っているにも関わらず捨てられてしまう食品が

年間642万トンあると言われています。

　食品ロスを減らすとともに、まだ食べられる

食品を町内で困っている方へ無償で提供するし

くみが「フードバンク」です。

 フードバンクの役割

　一時的・緊急的に食べ物に困っている方へ

食品を提供するだけでなく、その世帯の状況

を把握し、関係機関との連携による食のセーフ

ティネットを整えます。

 　フードバンク開設に向けて

　今回の募金期間を通じて、皆さまからお寄せいただいた寄付金を財源に、食べ物に困っている方へ

必要な食料等を確保したいと考えています。

　１月から３月までの限られた期間ではありますが、皆さまのご協力なくしては成り立たない事業で

すので、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

 　食品の受け入れ
　町民の皆さまからの食品のご提供につきましては、本事業の体制が整い次第、食品の受け入れを

開始したいと考えております。当面は、町内の各種イベント会場等でのブース設置等によりお願いさ

せていただけるよう、徐々に事業の充実・強化に努めさせていただきます。

フロー図H29年度から
順次開設予定

社会福祉法人高根沢町社会福祉協議会を応援してください。
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社会福祉法人 高根沢町社会福祉協議会
　　　　　　開館：₈時30分～ 17時15分
　　　　　　休館：土日祝祭日・年末年始

〒329–1225　高根沢町石末1825　福祉センター
Mail:syakyou@town.takanezawa.tochigi.jp
TEL:028―675―4777　FAX:028―675―6953

編　集
発　行

検索たかねざわ社協

寄付の方法

①郵便振替・口座振込で寄付をする
　別紙専用払込取扱票、もしくは郵便局備え付けの
払込取扱票でご寄付いただけます。
【手数料免除】
＜ゆうちょ銀行の場合＞
●口座番号：００１８０ｰ４ｰ５６８９１１
●口座名義：社会福祉法人栃木県共同募金会
※ATMやゆうちょダイレクトをご利用の場合は従来どおり
　手数料が発生しますのでご注意ください。

＜ゆうちょ銀行以外の場合＞
金融機関が設定する振込み手数料が別途かかります。
●銀行・支店名：栃木銀行　宝積寺支店
●口座番号：（普）１００１６８２
●口座名義：栃木県共同募金会高根沢分会

②窓口で寄付をする
　領収書の発行等を希望する場合は、直接町社会
福祉協議会までお越しください。

企業・法人様向けの協力メニュー例

法人の協力 社会貢献活動の一環として

寄付する方法。

【法人税の優遇措置あり】

従業員の協力 社内に募金箱を設置したり、

職場での協力をお願いする

方法。

顧客・

株主の協力

店舗や受付に募金箱を設置し、

顧客や訪問会社の方々に広く

寄付を呼びかける方法。

その他 掲示板などの媒体を提供して

いただき、ポスター掲示など

の広報に協力する方法。

＜いただいた寄付の使い道＞　　　　
●缶詰やレトルト食品などの長期保存食品の購入

●食品保管に係る費用

●食品を届けるために係る費用

●その他本事業推進に係る費用

　・募集・啓発チラシの作成

　・フードドライブ実施に係る費用

税制上の優遇措置があります。

＜個人の寄付＞

　所得税および住民税に係わる税制上の優遇があります。

＜法人の寄付＞

　企業などの法人が赤い羽根共同募金に寄付すると、

その金額を損金の額に算入することができます。

QRコードから高根沢町での募金のつかいみちが閲覧できます。


